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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力線に接続された負荷端末と、前記負荷端末の動作状態を制御するためのプロパティ
情報を、前記電力線を介して前記負荷端末へ送信する制御端末とを備えた電力線通信制御
方法において、
　前記制御端末は、当該制御端末とその制御対象となる負荷端末とを関連付けるための制
御側グループ設定情報の入力を受け付け、当該受け付けられた制御側グループ設定情報と
自己の通信アドレスとを含む問い合わせ情報を、前記電力線を介して不特定の前記負荷端
末へ送信し、
　前記負荷端末は、当該負荷端末に対する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパ
ティと、当該負荷端末の動作状態を表す負荷端末状態プロパティと、前記制御端末の制御
の指示状態を表す制御端末状態プロパティと前記負荷端末制御アクションプロパティとを
関連付ける第１関連付け情報と、前記負荷端末状態プロパティと前記制御端末状態プロパ
ティとを関連付ける第２関連付け情報とを記憶すると共に、当該負荷端末とその動作状態
を制御する制御端末とを関連付けるための負荷側グループ設定情報の入力を受け、前記電
力線を介して前記問い合わせ情報を受信し、当該受信した問い合わせ情報に含まれる制御
側グループ設定情報と前記負荷側グループ設定情報とが一致する場合、当該受信した問い
合わせ情報に含まれる通信アドレスを有する制御端末へ、自己の通信アドレスを含む応答
情報を前記電力線を介して送信し、
　前記制御端末は、前記電力線を介して当該制御端末の制御対象となる負荷端末から送信
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された前記応答情報を取得し、当該取得された応答情報に含まれる通信アドレスを制御対
象となる負荷端末の通信アドレスとして記憶し、当該記憶された通信アドレスを有する負
荷端末へ、当該制御端末の通信アドレスと前記第１及び第２関連付け情報との関連付けを
指示する関連付け指示を、前記電力線を介して送信し、
　前記負荷端末は、前記制御端末から前記電力線を介して前記関連付け指示を受信した場
合に、当該制御端末のアドレスと前記第１関連付け情報とを関連付ける第１連動情報と、
当該制御端末のアドレスと前記第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報とを、生成
して記憶すること
　を特徴とする電力線通信制御方法。
【請求項２】
　電力線に接続された負荷端末と、前記負荷端末の動作状態を制御するためのプロパティ
情報を、前記電力線を介して前記負荷端末へ送信する制御端末とを備えた電力線通信制御
方法において、
　前記負荷端末は、当該負荷端末に対する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパ
ティと、当該負荷端末の動作状態を表す負荷端末状態プロパティと、前記制御端末の制御
の指示状態を表す制御端末状態プロパティと前記負荷端末制御アクションプロパティとを
関連付ける第１関連付け情報と、前記負荷端末状態プロパティと前記制御端末状態プロパ
ティとを関連付ける第２関連付け情報とを記憶すると共に、当該負荷端末とその動作状態
を制御する制御端末とを関連付けるための負荷側グループ設定情報の入力を受け付け、当
該受け付けられた負荷側グループ設定情報と自己の通信アドレスとを含む通知情報を、前
記電力線を介して不特定の前記制御端末へ送信し、
　前記制御端末は、当該制御端末とその制御対象となる負荷端末とを関連付けるための制
御側グループ設定情報の入力を受け付け、前記電力線を介して前記通知情報を受信し、当
該受信した通知情報に含まれる負荷側グループ設定情報と前記受け付けられた制御側グル
ープ設定情報とが一致する場合、当該受信した通知情報に含まれる通信アドレスを制御対
象となる負荷端末の通信アドレスとして記憶し、当該記憶された通信アドレスを有する負
荷端末へ、当該制御端末の通信アドレスと前記第１及び第２関連付け情報との関連付けを
指示する関連付け指示を、前記電力線を介して送信し、
　前記負荷端末は、前記制御端末から前記電力線を介して前記関連付け指示を受信した場
合に、当該制御端末のアドレスと前記第１関連付け情報とを関連付ける第１連動情報と、
当該制御端末のアドレスと前記第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報とを、生成
して記憶すること
　を特徴とする電力線通信制御方法。
【請求項３】
　電力線に接続された負荷端末と、前記負荷端末の動作状態を制御するためのプロパティ
情報を、前記電力線を介して前記負荷端末へ送信する制御端末とを備えた電力線通信制御
方法において、
　前記制御端末は、制御対象となる前記負荷端末の通信アドレスを取得するための設定モ
ードへの移行を指示する指示操作を受け付けた場合に前記設定モードへ移行するものであ
り、
　前記負荷端末は、当該負荷端末に対する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパ
ティと、当該負荷端末の動作状態を表す負荷端末状態プロパティと、前記制御端末の制御
の指示状態を表す制御端末状態プロパティと前記負荷端末制御アクションプロパティとを
関連付ける第１関連付け情報と、前記負荷端末状態プロパティと前記制御端末状態プロパ
ティとを関連付ける第２関連付け情報とを記憶すると共に、当該負荷端末における通信ア
ドレスの送信を指示する指示操作を受け付けた場合に、当該負荷端末の通信アドレスを含
む情報である端末特定情報を、前記電力線を介して不特定の前記制御端末へ送信し、
　前記制御端末は、前記設定モードにおいて、前記負荷端末から前記電力線を介して前記
端末特定情報を受信した場合に、その端末特定情報に含まれる通信アドレスを制御対象と
なる負荷端末の通信アドレスとして記憶し、当該記憶された通信アドレスを有する負荷端
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末へ、当該制御端末の通信アドレスと前記第１及び第２関連付け情報との関連付けを指示
する関連付け指示を、前記電力線を介して送信し、
　前記負荷端末は、前記制御端末から前記電力線を介して前記関連付け指示を受信した場
合に、当該制御端末のアドレスと前記第１関連付け情報とを関連付ける第１連動情報と、
当該制御端末のアドレスと前記第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報とを、生成
して記憶すること
　を特徴とする電力線通信制御方法。
【請求項４】
　前記制御端末は、さらに、前記負荷端末に対する操作指示を受け付けた場合に、当該受
け付けられた操作指示に応じた前記制御端末状態プロパティを、前記記憶されている通信
アドレスを有する負荷端末へ、前記電力線を介して送信し、
　前記負荷端末は、前記電力線を介して前記制御端末状態プロパティを受信した場合に、
前記記憶されている第１連動情報に基づいて、当該受信された制御端末状態プロパティと
関連付けられている動作状態に変化することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に
記載の電力線通信制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力線に接続された負荷端末と、負荷端末の動作状態を制御するためのプロ
パティ情報を、電力線を介して各負荷端末へ送信する制御端末とを備えた電力線通信制御
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住戸やオフィスビルを始めとして、様々な場所に電力供給のために電力線が布設されて
いる。近年、この電力線を伝送路に用いた電力線通信が確立されつつある。この電力線通
信は、既設の電力線を用いて機器同士の通信が実現されるため、専用の通信線を新たに導
入及び施工することなく機器同士のネットワーク化が可能である。例えば、照明器具や空
調設備等の負荷端末におけるオン・オフ（閉・開）を壁スイッチ等の制御端末によって電
力線通信を用いて行う電力線通信制御システムが知られている。
【０００３】
　図７は、背景技術に係る電力線通信制御システムの構成及び制御シーケンスを示す図で
ある。図７（ａ）は、背景技術に係る電力線通信制御システムの構成を示し、図７（ｂ）
は、制御シーケンスを示す。
【０００４】
　図７（ａ）において、電力線通信制御システム５００は、複数の負荷端末５０１（５０
１－Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・）と、負荷端末５０１を制御する複数の制御端末５０２（５０２
－Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・）と、負荷端末５０１及び制御端末５０２を相互に通信可能に接続
すると共に電力を供給する電力線５０３と備えて構成される。
【０００５】
　このような従来の電力線通信制御システム５００は、個々の制御端末５０２が各個独立
に１又は複数の負荷端末５０１を制御する分散制御システムである。この分散制御システ
ムでは、通常、負荷端末５０１と制御端末５０２との間の通信にｐｅｅｒ－ｔｏ－ｐｅｅ
ｒ（ピア・トゥ・ピア）通信を行う通信プロトコル、例えば、米国マイクロソフト社が開
発したＳＣＰ（Simple Control Protocol ）等が用いられる。このＳＣＰの場合では、Ｓ
ＣＰを用いて通信を行うＳＣＰ端末は、通信を行うために必要な情報であるプロパティ（
Property）情報を記憶しており、このプロパティ情報を用いて通信を行っている。プロパ
ティ情報は、必ず記憶しておく必要のある必須の標準プロパティと、この標準プロパティ
によって定義されるプロパティ、例えば、名称等のデバイスの情報を表すデバイスプロパ
ティ、デバイスの機能を表すサービスプロパティ、デバイスの状態を表す状態プロパティ
、及び、デバイスに対する制御要求を表すアクションプロパティ等とを備えて構成される
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。
【０００６】
　例えば、負荷端末５０１が制御対象における電源の投入を制御する制御用リレーであっ
て制御端末５０２が壁スイッチである場合には、制御端末５０２は、標準プロパティと壁
スイッチのオン・オフ状態を表すスイッチ状態プロパティ（プロパティ値；オン、オフ）
とを記憶し、負荷端末５０１は、標準プロパティと制御用リレーの接点のオン・オフ状態
を表すリレー状態プロパティ（プロパティ値；オン、オフ）と制御用リレーに対する制御
要求を表すリレー制御アクションプロパティ（プロパティ値；オン・オフ）とを記憶する
。そして、制御端末５０２－Ａが負荷端末５０１－Ａを制御する場合には、制御端末５０
２－Ａにおけるスイッチ状態プロパティと負荷端末５０１－Ａにおけるリレー制御アクシ
ョンプロパティとを関連付ける連動情報、より具体的には、スイッチ状態プロパティの変
化を通知する通知先の負荷端末５０１－Ａにおけるアドレス、制御端末５０２－Ａにおけ
るスイッチ状態プロパティの情報、及び負荷端末５０１－Ａにおけるリレー状態アクショ
ンの情報が、制御端末５０２－Ａに記憶される。さらに、負荷端末５０１－Ａにおけるリ
レー状態プロパティと制御端末５０２－Ａにおけるスイッチ状態プロパティとを関連付け
る連動情報、より具体的には、負荷端末５０１－Ａを制御する制御端末５０２－Ａにおけ
るアドレス、制御端末５０２－Ａにおけるスイッチ状態プロパティの情報、及び負荷端末
５０１－Ａにおけるリレー状態アクションの情報が、負荷端末５０１－Ａに記憶される。
【０００７】
　このように連動情報は、或るプロパティと或るプロパティとを一方向に関連付けるため
の情報である。このようなプロパティ情報と連動情報とが負荷端末５０１－Ａと制御端末
５０２－Ａとにそれぞれ記憶されると、図７（ｂ）に示すシーケンスによって負荷端末５
０１－Ａが制御端末５０２－Ａによって制御可能となる。
【０００８】
　図７（ｂ）において、制御端末５０２－Ａの壁スイッチが（１）オンされると、制御端
末５０２－Ａにおけるスイッチ状態プロパティのプロパティ値が“オン”となる。スイッ
チ状態プロパティのプロパティ値が“オン”になると、連動情報に基づいてリレー制御ア
クションプロパティのプロパティ値を“オン”に制御する旨の制御要求が電力線５０３を
介して負荷端末５０１－Ａに通知される（（２）制御要求の送信）。この制御要求の送信
は、ＳＣＰでは、スイッチ状態プロパティのプロパティ値が変化した旨を通知するＰｒｏ
ｐＣｈａｎｇｅｄメッセージによって行われる。負荷端末５０１－Ａは、制御要求をリレ
ー制御アクションプロパティの引数（プロパティ値）として、リレーを制御する（（３）
制御動作）。このリレーの制御によってリレー状態プロパティのプロパティ値が制御結果
に従った値（ここではリレーの制御に成功し、“オン”）となる。リレー状態プロパティ
のプロパティ値が“オン”になると、連動情報に基づいてこのリレー状態プロパティのプ
ロパティ値“オン”を示す制御結果確認情報が電力線５０３を介して制御端末５０２－Ａ
に通知される（（４）制御結果確認情報の送信）。この制御結果確認情報の送信は、ＳＣ
Ｐでは、リレー状態プロパティのプロパティ値が変化した旨を通知するＰｒｏｐＣｈａｎ
ｇｅｄメッセージによって行われる。そして、制御端末５０２－Ａは、負荷端末５０１－
Ａの動作状態と同期をとり、制御結果確認情報をＬＥＤ等の表示装置に表示する（（５）
結果表示）。
【０００９】
　同様に、制御端末５０２－Ｂが負荷端末５０１－Ｂを制御するようにプロパティ情報や
連動情報が負荷端末５０１－Ｂ及び制御端末５０２－Ｂに適宜にそれぞれ記憶され、制御
端末５０２－Ｃが負荷端末５０１－Ｃを制御するようにプロパティ情報や連動情報が負荷
端末５０１－Ｃ及び制御端末５０２－Ｃとに適宜にそれぞれ記憶される。
【００１０】
　このようにして従来の電力線通信制御システム５００は、個々の制御端末５０２が別個
独立に負荷端末５０１を制御する（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００２－１７１２０５号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、上述のように、ピア・トゥ・ピア通信を行う通信プロトコルを用いて制御端
末が負荷端末を分散制御する場合では、制御端末と制御対象の負荷端末との関係を示す連
動情報を、ユーザが予め制御端末や負荷端末に記憶させる設定作業を行う必要がある。こ
の連動情報は、個々の制御端末及び負荷端末に記憶させる必要があるため、制御端末の数
や制御すべき負荷端末の数に応じてこの連動情報を記憶させる設定作業の工数が増大する
という不都合があった。特に、オフィスビル等では照明器具等の負荷端末の数が多く、こ
のような設定作業工数の増大は、重大な問題となる。また、このような設定作業を行うた
めに、専用の設定ツールが必要になるという不都合があった。
【００１２】
　本発明は、このような事情に鑑みて為された発明であり、専用の設定ツールを用いるこ
となく容易に連動情報を設定することができる電力線通信制御方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述の目的を達成するために、本発明に係る第１の手段では、電力線に接続された負荷
端末と、前記負荷端末の動作状態を制御するためのプロパティ情報を、前記電力線を介し
て前記負荷端末へ送信する制御端末とを備えた電力線通信制御方法において、前記制御端
末は、当該制御端末とその制御対象となる負荷端末とを関連付けるための制御側グループ
設定情報の入力を受け付け、当該受け付けられた制御側グループ設定情報と自己の通信ア
ドレスとを含む問い合わせ情報を、前記電力線を介して不特定の前記負荷端末へ送信し、
前記負荷端末は、当該負荷端末に対する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパテ
ィと、当該負荷端末の動作状態を表す負荷端末状態プロパティと、前記制御端末の制御の
指示状態を表す制御端末状態プロパティと前記負荷端末制御アクションプロパティとを関
連付ける第１関連付け情報と、前記負荷端末状態プロパティと前記制御端末状態プロパテ
ィとを関連付ける第２関連付け情報とを記憶すると共に、当該負荷端末とその動作状態を
制御する制御端末とを関連付けるための負荷側グループ設定情報の入力を受け、前記電力
線を介して前記問い合わせ情報を受信し、当該受信した問い合わせ情報に含まれる制御側
グループ設定情報と前記負荷側グループ設定情報とが一致する場合、当該受信した問い合
わせ情報に含まれる通信アドレスを有する制御端末へ、自己の通信アドレスを含む応答情
報を前記電力線を介して送信し、前記制御端末は、前記電力線を介して当該制御端末の制
御対象となる負荷端末から送信された前記応答情報を取得し、当該取得された応答情報に
含まれる通信アドレスを制御対象となる負荷端末の通信アドレスとして記憶し、当該記憶
された通信アドレスを有する負荷端末へ、当該制御端末の通信アドレスと前記第１及び第
２関連付け情報との関連付けを指示する関連付け指示を、前記電力線を介して送信し、前
記負荷端末は、前記制御端末から前記電力線を介して前記関連付け指示を受信した場合に
、当該制御端末のアドレスと前記第１関連付け情報とを関連付ける第１連動情報と、当該
制御端末のアドレスと前記第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報とを、生成して
記憶することを特徴としている。
【００１４】
　また、本発明に係る第２の手段では、電力線に接続された負荷端末と、前記負荷端末の
動作状態を制御するためのプロパティ情報を、前記電力線を介して前記負荷端末へ送信す
る制御端末とを備えた電力線通信制御方法において、前記負荷端末は、当該負荷端末に対
する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパティと、当該負荷端末の動作状態を表
す負荷端末状態プロパティと、前記制御端末の制御の指示状態を表す制御端末状態プロパ
ティと前記負荷端末制御アクションプロパティとを関連付ける第１関連付け情報と、前記
負荷端末状態プロパティと前記制御端末状態プロパティとを関連付ける第２関連付け情報
とを記憶すると共に、当該負荷端末とその動作状態を制御する制御端末とを関連付けるた
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めの負荷側グループ設定情報の入力を受け付け、当該受け付けられた負荷側グループ設定
情報と自己の通信アドレスとを含む通知情報を、前記電力線を介して不特定の前記制御端
末へ送信し、前記制御端末は、当該制御端末とその制御対象となる負荷端末とを関連付け
るための制御側グループ設定情報の入力を受け付け、前記電力線を介して前記通知情報を
受信し、当該受信した通知情報に含まれる負荷側グループ設定情報と前記受け付けられた
制御側グループ設定情報とが一致する場合、当該受信した通知情報に含まれる通信アドレ
スを制御対象となる負荷端末の通信アドレスとして記憶し、当該記憶された通信アドレス
を有する負荷端末へ、当該制御端末の通信アドレスと前記第１及び第２関連付け情報との
関連付けを指示する関連付け指示を、前記電力線を介して送信し、前記負荷端末は、前記
制御端末から前記電力線を介して前記関連付け指示を受信した場合に、当該制御端末のア
ドレスと前記第１関連付け情報とを関連付ける第１連動情報と、当該制御端末のアドレス
と前記第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報とを、生成して記憶することを特徴
としている。
【００１５】
　そして、本発明に係る第３の手段では、電力線に接続された負荷端末と、前記負荷端末
の動作状態を制御するためのプロパティ情報を、前記電力線を介して前記負荷端末へ送信
する制御端末とを備えた電力線通信制御方法において、前記制御端末は、制御対象となる
前記負荷端末の通信アドレスを取得するための設定モードへの移行を指示する指示操作を
受け付けた場合に前記設定モードへ移行するものであり、前記負荷端末は、当該負荷端末
に対する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパティと、当該負荷端末の動作状態
を表す負荷端末状態プロパティと、前記制御端末の制御の指示状態を表す制御端末状態プ
ロパティと前記負荷端末制御アクションプロパティとを関連付ける第１関連付け情報と、
前記負荷端末状態プロパティと前記制御端末状態プロパティとを関連付ける第２関連付け
情報とを記憶すると共に、当該負荷端末における通信アドレスの送信を指示する指示操作
を受け付けた場合に、当該負荷端末の通信アドレスを含む情報である端末特定情報を、前
記電力線を介して不特定の前記制御端末へ送信し、前記制御端末は、前記設定モードにお
いて、前記負荷端末から前記電力線を介して前記端末特定情報を受信した場合に、その端
末特定情報に含まれる通信アドレスを制御対象となる負荷端末の通信アドレスとして記憶
し、当該記憶された通信アドレスを有する負荷端末へ、当該制御端末の通信アドレスと前
記第１及び第２関連付け情報との関連付けを指示する関連付け指示を、前記電力線を介し
て送信し、前記負荷端末は、前記制御端末から前記電力線を介して前記関連付け指示を受
信した場合に、当該制御端末のアドレスと前記第１関連付け情報とを関連付ける第１連動
情報と、当該制御端末のアドレスと前記第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報と
を、生成して記憶することを特徴としている。
　また、前記制御端末は、さらに、前記負荷端末に対する操作指示を受け付けた場合に、
当該受け付けられた操作指示に応じた前記制御端末状態プロパティを、前記記憶されてい
る通信アドレスを有する負荷端末へ、前記電力線を介して送信し、前記負荷端末は、前記
電力線を介して前記制御端末状態プロパティを受信した場合に、前記記憶されている第１
連動情報に基づいて、当該受信された制御端末状態プロパティと関連付けられている動作
状態に変化することが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　上述のような第１及び第２の手段による電力線通信制御方法において、制御端末により
、当該制御端末に設定された制御側グループ設定情報と同じ情報が負荷側グループ設定情
報として設定された負荷端末のアドレスが、当該制御端末の制御対象となる負荷端末の通
信アドレスとして取得され、当該制御端末の制御対象となる負荷端末は、この通信アドレ
スに基づく関連付け指示に応じて連動情報が記憶されるので、専用の設定ツールを用いる
ことなく容易に連動情報を設定することができる。
【００１７】
　さらに、上述のような第３の手段による電力線通信制御方法において、制御端末は、設
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定モードにおいて、負荷端末における通信アドレスの送信を指示する指示操作が受け付け
られた場合に当該負荷端末から送信された端末特定情報に含まれる通信アドレスが、制御
対象となる負荷端末の通信アドレスとして取得され、当該制御端末の制御対象となる負荷
端末は、この通信アドレスに基づく関連付け指示に応じて連動情報が記憶されるので、専
用の設定ツールを用いることなく容易に連動情報を設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明に係る実施形態を図面に基づいて説明する。なお、各図において同一の符
号を付した構成は、同一の構成であることを示し、その説明を省略する。まず、第１の実
施形態の構成について説明する。
【００１９】
（第１実施形態の構成）
　図１は、第１の実施形態に係る電力線通信制御システムの構成を示す図である。図１に
示す電力線通信制御システム１００は、複数の負荷端末１０１（１０１－Ａ，Ｂ，・・・
，Ｒ）と、１又は複数の制御端末１０２（１０２－Ａ，Ｂ，Ｃ）とを備えて構成される。
【００２０】
　これら負荷端末１０１、及び制御端末１０２は、建物における或るフロア１に設置され
、フロア１に布設された電力線１０３に接続される。負荷端末１０１、及び制御端末１０
２は、電力線１０３から電力供給を受けると共に伝送路として電力線１０３を用いて通信
信号を相互に送受信する。建物は、例えば、戸建て住宅、集合住宅、オフィスビル、倉庫
及び工場等である。
【００２１】
　本実施形態では、フロア１は、３個の区画２、３、４に分けられており、区画２に負荷
端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉが設置され、区画３に負荷端末１０１－Ｄ，Ｅ，Ｆ
，Ｊ，Ｋ，Ｌが設置され、区画４に負荷端末１０１－Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｒが設置され
る。そして、フロア１の壁面に、制御端末１０２－Ａ、制御端末１０２－Ｂ、及び制御端
末１０２－Ｃが設置される。電力線通信を行うために負荷端末１０１及び制御端末１０２
には、各個を識別するための識別子であるアドレスが割り振られている。例えば、負荷端
末１０１－Ａ，Ｂ，・・・，Ｒには、アドレスとしてそれぞれ「Ａｄｄｒａ」、「Ａｄｄ
ｒｂ」、「Ａｄｄｒｃ」、・・・、「Ａｄｄｒｑ」、「Ａｄｄｒｒ」が割り振られ、制御
端末１０２－Ａ、制御端末１０２－Ｂ、制御端末１０２－Ｃには、アドレスとしてそれぞ
れ「Ａｄｄｃａ」、「Ａｄｄｃｂ」、「Ａｄｄｃｃ」が割り振られている。
【００２２】
　負荷端末１０１は、電力線通信が可能であって電気をエネルギー源として稼動する装置
であり、例えば、照明器具及び空調装置等のオフィス環境や住戸環境を調整する調整装置
、監視カメラ、インターホン、住宅情報盤、電動シャッタ及び電気錠装置等の住戸設備、
防犯センサ、火災センサ、ガス漏れセンサ及び湿度センサ等のセンサ、電力計、ガスメー
タ及び量水器等の計量機器、テレビジョン、ビデオテープレコーダ、ＤＶＤレコーダ、ハ
ードディスクレコーダ及び洗濯機等の家電製品、コンピュータ等の情報処理装置、電話機
及びファクシミリ装置等の通信機器、脈拍計、体温計、血中酸素濃度計及び心電図計等の
医療機器等である。
【００２３】
　図２（ａ）は、図１に示す負荷端末１０１の構成を示すブロック図である。負荷端末１
０１は、例えば、電力線通信処理部１１１と、負荷端末１０１の動作状態とプロパティ情
報とを関連付けた連動情報を記憶するための連動情報記憶部の一例であるプロパティ情報
記憶部１１２と、中央処理部１１３と、端末情報管理部１１４と、負荷端末１０１とその
動作状態を制御する制御端末１０２とを関連付けるための情報である負荷側グループ設定
情報の入力を受け付ける負荷側設定受付部の一例であるグループ設定スイッチ１１５と、
負荷端末１０１の種類に応じた機能を実現する機能部（不図示）と、電力線通信処理部１
１１と機能部とを制御する負荷端末の制御部（不図示）とを備えて構成される。
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【００２４】
　プロパティ情報記憶部１１２は、例えば、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Prog
rammable Read Only Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）等のメモリ素子から構成さ
れ、負荷端末１０１のアドレス、プロパティ情報及び後述の負荷端末１０１側の連動情報
等を記憶する。プロパティ情報は、例えば、標準プロパティ、負荷端末１０１の動作状態
を表す負荷端末状態プロパティ（プロパティ値；“動作状態１”、“動作状態２”）、及
び、負荷端末１０１の機能部に対する制御要求を表す負荷端末制御アクションプロパティ
（プロパティ値；“制御目標値１”、“制御目標値２”）等である。機能部は、例えば、
当該負荷端末１０１の種類が照明器具である場合には、照明機能を実現する回路であり、
また例えば、当該負荷端末１０１の種類が空調設備である場合には、空調機能を実現する
ための回路であり、また例えば、当該負荷端末１０１の種類が制御対象における電源投入
のオン・オフを制御する照明制御用リレーである場合には、リレー機能を実現するための
回路である。負荷端末１０１の制御部は、例えば、電力線通信処理部１１１で受信した信
号に基づいて機能部を制御すると共に機能部の動作状態を電力線通信処理部１１１を用い
て送信する。
【００２５】
　本実施形態では、負荷端末１０１は照明器具であり、プロパティ情報記憶部１１２は、
照明器具のアドレスと、標準プロパティと、負荷端末状態プロパティとして照明制御用リ
レーの状態を表すリレー状態プロパティ（プロパティ値；“オン”、“オフ”）と、負荷
端末制御アクションプロパティとして照明制御用リレーに対する制御要求を表すリレー制
御アクションプロパティ（プロパティ値；“オン”、“オフ”）と、負荷端末１０１側の
連動情報とを記憶する。
【００２６】
　電力線通信処理部１１１は、プロパティ情報記憶部１１２のプロパティ情報に基づいて
、中央処理部１１３からのデータを電力線通信方式のプロトコルに従った通信信号を生成
すると共に電力線１０３からの通信信号を中央処理部１１３が処理可能な形式のデータに
変換する回路である。電力線通信方式のプロトコルは、例えば、ＳＣＰやエコーネット（
ECHONET）の電灯線Ａ方式や電灯線Ｂ方式等の複数の方式等があるが、本実施形態では、
背景技術と同様に、ＳＣＰが用いられる。
【００２７】
　グループ設定スイッチ１１５は、例えばディップスイッチ等から構成されており、負荷
端末１０１とその動作状態を制御する制御端末１０２とを関連付けるためのグループ番号
の設定を受け付ける。端末情報管理部１１４は、リレー状態プロパティにおけるプロパテ
ィ値（“オン”、“オフ”）の現在値を格納している。
【００２８】
　中央処理部１１３は、例えば、マイクロプロセッサ等を備えて構成され、電力線通信処
理部１１１、プロパティ情報記憶部１１２、及び端末情報管理部１１４を制御プログラム
に基づいて後述のように制御する。そして、中央処理部１１３は、例えば、電力線１０３
を介して制御端末１０２からの問い合わせ情報を受信する。さらに、受信した問い合わせ
情報に含まれる、制御端末１０２とその制御対象となる負荷端末１０１とを関連付けるた
めの情報である制御側グループ設定情報と、負荷側設定受付部の一例であるグループ設定
スイッチ１１５により受け付けられた負荷側グループ設定情報とが一致する場合、受信し
た問い合わせ情報に含まれる通信アドレスを有する制御端末１０２へ、自己の通信アドレ
スを含む応答情報を電力線１０３を介して送信する応答部（不図示）、制御端末１０２か
ら電力線１０３を介して関連付け指示を受信した場合に、受信した関連付け指示に応じて
負荷端末１０１の動作状態とプロパティ情報とを関連付けて連動情報を生成し、連動情報
記憶部の一例であるプロパティ情報記憶部１１２に記憶させる負荷関連付け部（不図示）
、等として機能する。
【００２９】
　図２（ｂ）は、図１に示す制御端末の構成を示すブロック図である。図２（ｂ）に示す



(9) JP 4380372 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

制御端末１０２は、電力線通信が可能であって負荷端末１０１の動作を制御するための指
示を入力する装置であり、例えば、電力線通信処理部１２１と、負荷端末１０１から送信
された応答情報に含まれるアドレスを制御対象となる負荷端末１０１のアドレスとして記
憶する端末情報記憶部の一例であるプロパティ情報記憶部１２２と、中央処理部１２３と
、端末情報管理部１２４と、制御端末１０２とその制御対象となる負荷端末１０１とを関
連付けるための情報である制御側グループ設定情報の入力を受け付ける制御側設定受付部
の一例であるグループ設定スイッチ１２５と、負荷端末１０１に対する操作指示を受け付
ける操作受付部の一例である操作スイッチ１２６と、指示の状態を表示する表示部１２７
とを備えて構成される。
【００３０】
　プロパティ情報記憶部１２２は、例えば、ＥＥＰＲＯＭやＲＯＭ等のメモリ素子から構
成され、制御端末１０２のアドレス、プロパティ情報及び後述の制御端末１０２側の連動
情報等を記憶する。プロパティ情報は、例えば、標準プロパティ及び制御端末１０２の制
御の指示状態を表す制御端末状態プロパティ（プロパティ値；“指示状態１”、“指示状
態２”）等である。
【００３１】
　グループ設定スイッチ１２５は、例えばディップスイッチ等から構成されており、制御
端末１０２とその制御対象となる負荷端末１０１とを関連付けるためのグループ番号の設
定を受け付ける。操作スイッチ１２６は、例えば、押しボタンスイッチ等のスイッチであ
り、表示部１２７は、例えば、ＬＥＤやネオンランプ等の発光素子であり、点滅や表示色
の相違等によって“指示状態１”であるか“指示状態２”であるかを表す。
【００３２】
　本実施形態では、制御端末１０２は、発光素子からなる表示部１２７付きの壁スイッチ
であり、プロパティ情報記憶部１２２は、壁スイッチのアドレスと、標準プロパティと、
制御端末状態プロパティとして壁スイッチのオン・オフの指示状態を表すスイッチ状態プ
ロパティ（プロパティ値；“オン”、“オフ”）と、制御端末１０２側の連動情報とを記
憶する。
【００３３】
　電力線通信処理部１２１は、プロパティ情報記憶部１２２のプロパティ情報に基づいて
、中央処理部１２３からのデータを電力線通信方式のプロトコルに従った通信信号を生成
すると共に電力線１０３からの通信信号を中央処理部１２３が処理可能な形式のデータに
変換する回路であり、電力線通信方式のプロトコルは、電力線通信処理部１１１と同様に
、例えばＳＣＰが用いられる。
【００３４】
　端末情報管理部１２４は、スイッチの動作状態を表す状態値（“オン”、“オフ”）等
の現在値を格納している。中央処理部１２３は、例えば、マイクロプロセッサ等を備えて
構成され、電力線通信処理部１２１、プロパティ情報記憶部１２２、及び端末情報管理部
１２４を制御プログラムに基づいて後述のように制御する。そして、中央処理部１２３は
、例えば、制御側設定受付部の一例であるグループ設定スイッチ１２５により受け付けら
れた制御側グループ設定情報と自己のアドレスとを含む問い合わせ情報を、電力線１０３
を介して不特定の負荷端末１０１へ送信する問い合わせ部（不図示）、電力線１０３を介
して問い合わせ情報に応じた負荷端末１０１から返信された負荷端末１０１のアドレスを
含む応答情報を取得する応答情報取得部（不図示）、端末情報記憶部により記憶されたア
ドレスを有する負荷端末１０１へ負荷端末１０１の動作状態とプロパティ情報との関連付
けを指示する関連付け指示を電力線を介して送信する指示関連付け部（不図示）、等とし
て機能する。
【００３５】
　制御端末１０２におけるプロパティ情報記憶部１２２は、制御端末１０２におけるスイ
ッチ状態プロパティと負荷端末１０１におけるリレー制御アクションプロパティとを関連
付ける第１関連付け情報と、負荷端末１０１におけるリレー状態プロパティと制御端末１
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０２におけるスイッチ状態プロパティとを関連付ける第２関連付け情報とを予め記憶して
おり、さらに、当該制御端末１０２の制御対象となる負荷端末１０１のアドレスが記憶さ
れる。そして、第１関連付け情報、第２関連付け情報、及び負荷端末１０１のアドレスに
よって、連動情報が構成される。
【００３６】
　負荷端末１０１におけるプロパティ情報記憶部１１２は、前述の第１関連付け情報と、
前述の第２関連付け情報とを、予め記憶しており、さらに当該負荷端末１０１を制御する
制御端末１０２のアドレスが記憶される。そして、第１関連付け情報、第２関連付け情報
、及び制御端末１０２のアドレスによって、連動情報が構成される。
【００３７】
　次に、本実施形態の動作について説明する。
（第１実施形態の動作）
　図３は、図１に示す電力線通信制御システムにおける制御シーケンスを示す図である。
図１に示す電力線通信制御システム１００において、例えば、区画２の負荷端末１０１を
制御するための制御端末１０２－Ａにおけるグループ設定スイッチ１２５に、グループ番
号「２」が設定され、区画３の負荷端末１０１を制御するための制御端末１０２－Ｂにお
けるグループ設定スイッチ１２５に、グループ番号「３」が設定され、区画４の負荷端末
１０１を制御するための制御端末１０２－Ｃにおけるグループ設定スイッチ１２５に、グ
ループ番号「４」が設定される。
【００３８】
　そして、区画２に設置されている負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉのグループ
設定スイッチ１１５に、グループ番号「２」が設定され、区画３に設置されている負荷端
末１０１－Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｊ，Ｋ，Ｌのグループ設定スイッチ１１５に、グループ番号「３
」が設定され、区画４に設置されている負荷端末１０１－Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｒのグル
ープ設定スイッチ１１５に、グループ番号「４」が設定される。
【００３９】
　このようにグループ番号の設定がされた場合について、制御端末１０２－Ａと、区画２
に設置されている負荷端末１０１とを例に、以下、動作を説明する。まず、ユーザによっ
て、制御端末１０２－Ａ（スイッチ）のグループ設定スイッチ１２５に、グループ番号「
２」が設定され（ステップＳ１）、負荷端末１０１－Ａ（照明制御用リレー）のグループ
設定スイッチ１１５に、グループ番号「２」が設定される（ステップＳ２）。
【００４０】
　次に、例えば電力線１０３に設けられている電源ブレーカがオンされ、各負荷端末１０
１、及び各制御端末１０２の電源が投入される（ステップＳ３）。
【００４１】
　まず、制御端末１０２－Ａにおいて、中央処理部１２３からの制御信号に応じて、電力
線通信処理部１２１から電力線１０３を介して、電力線１０３に接続された不特定の負荷
端末１０１へ、例えばブロードキャストやマルチキャスト等の同報通信によって、制御端
末１０２－Ａのアドレス「Ａｄｄｃａ」、制御端末１０２－Ａの端末名称「スイッチ」、
及びグループ番号「２」を表す情報を含んだ同一グループ端末検索情報が、送信される（
ステップＳ４）。
【００４２】
　次に、電力線１０３に接続された各負荷端末１０１における電力線通信処理部１１１に
よって同一グループ端末検索情報が受信され、それぞれ中央処理部１１３によって、受信
された同一グループ端末検索情報に含まれるグループ番号「２」と、負荷端末１０１のグ
ループ設定スイッチ１１５に設定されているグループ番号とが比較される。そうすると、
区画２の負荷端末１０１、すなわち負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいてグ
ループ番号が一致し、制御端末１０２－Ａはグループ番号が同一、すなわち当該負荷端末
１０１の動作を制御するスイッチであると認識される（ステップＳ５）。
【００４３】
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　次に、負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいて、中央処理部１１３からの制
御信号に応じて、電力線通信処理部１１１から電力線１０３を介して電力線通信処理部１
１１により受信されたアドレス「Ａｄｄｃａ」を有する制御端末１０２－Ａへ、各負荷端
末１０１のアドレス「Ａｄｄｒａ」、「Ａｄｄｒｂ」、「Ａｄｄｒｃ」、「Ａｄｄｒｇ」
、「Ａｄｄｒｈ」、「Ａｄｄｒｉ」と、各制御端末１０１の端末名称「リレー」と、グル
ープ番号「２」を表す情報とを含んだ同一グループ端末検索結果情報がそれぞれ送信され
る（ステップＳ６）。
【００４４】
　そして、制御端末１０２－Ａにおいて、電力線通信処理部１２１によってグループ番号
「２」の各負荷端末１０１から送信された同一グループ端末検索結果情報が受信され、中
央処理部１２３によって、受信された各同一グループ端末検索結果情報に含まれる各負荷
端末１０１のアドレス「Ａｄｄｒａ」、「Ａｄｄｒｂ」、「Ａｄｄｒｃ」、「Ａｄｄｒｇ
」、「Ａｄｄｒｈ」、「Ａｄｄｒｉ」が、制御端末１０２－Ａの制御対象となる負荷端末
１０１のアドレスとして、プロパティ情報記憶部１２２に記憶される。
【００４５】
　次に、制御端末１０２－Ａにおいて、中央処理部１２３からの制御信号に応じて、電力
線通信処理部１２１から電力線１０３を介して、プロパティ情報記憶部１２２に記憶され
ているアドレス「Ａｄｄｒａ」、「Ａｄｄｒｂ」、「Ａｄｄｒｃ」、「Ａｄｄｒｇ」、「
Ａｄｄｒｈ」、「Ａｄｄｒｉ」を有する各負荷端末１０１へ、制御端末１０２－Ａのアド
レス「Ａｄｄｃａ」と第１関連付け情報とを関連付ける第１連動情報の設定を要求するプ
ロパティ関連付け要求が送信される（ステップＳ７）。
【００４６】
　そして、負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいて、電力線通信処理部１１１
によってプロパティ関連付け要求が受信され、それぞれ中央処理部１１３によって、プロ
パティ情報記憶部１１２に記憶されている第１関連付け情報と、制御端末１０２－Ａのア
ドレス「Ａｄｄｃａ」とが関連付けられて第１連動情報としてプロパティ情報記憶部１１
２に記憶される。
【００４７】
　次に、負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいて、中央処理部１１３からの制
御信号に応じて、電力線通信処理部１１１から電力線１０３を介してプロパティ情報記憶
部１１２に記憶されているアドレス「Ａｄｄｃａ」を有する制御端末１０２－Ａへ、第１
連動情報が設定された旨を示す設定確認情報が、それぞれ送信される（ステップＳ８）。
【００４８】
　次に、制御端末１０２－Ａにおいて、電力線通信処理部１２１によって負荷端末１０１
－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉから送信された設定確認情報が受信され、中央処理部１２３に
よって、各負荷端末１０１において第１連動情報が設定されたことが確認される。そして
、制御端末１０２－Ａにおいて、中央処理部１２３からの制御信号に応じて、電力線通信
処理部１２１から電力線１０３を介して、プロパティ情報記憶部１２２に記憶されている
アドレス「Ａｄｄｒａ」、「Ａｄｄｒｂ」、「Ａｄｄｒｃ」、「Ａｄｄｒｇ」、「Ａｄｄ
ｒｈ」、「Ａｄｄｒｉ」を有する各負荷端末１０１へ、制御端末１０２－Ａのアドレス「
Ａｄｄｃａ」と第２関連付け情報とを関連付ける第２連動情報の設定を要求するプロパテ
ィ関連付け要求が送信される（ステップＳ９）。
【００４９】
　そして、負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいて、電力線通信処理部１１１
によってプロパティ関連付け要求が受信され、それぞれ中央処理部１１３によって、プロ
パティ情報記憶部１１２に記憶されている第２連動情報と、制御端末１０２－Ａのアドレ
ス「Ａｄｄｃａ」とが関連付けられて第２連動情報としてプロパティ情報記憶部１１２に
記憶される。
【００５０】
　次に、負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいて、中央処理部１１３からの制
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御信号に応じて、電力線通信処理部１１１から電力線１０３を介してプロパティ情報記憶
部１１２に記憶されているアドレス「Ａｄｄｃａ」を有する制御端末１０２－Ａへ、第２
連動情報が設定された旨を示す設定確認情報が、それぞれ送信される（ステップＳ１０）
。
【００５１】
　負荷端末１０１－Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｊ，Ｋ，Ｌと制御端末１０２－Ｂとの間、及び、負荷端
末１０１－Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｒと制御端末１０２－Ｃとの間においても、以上、ステ
ップＳ１～Ｓ１０の動作と同様の処理が行われ、各負荷端末１０１のプロパティ情報記憶
部１２２によって、それぞれ第１及び第２連動情報が記憶される。
【００５２】
　以上の動作により、制御端末１０２と制御対象の負荷端末１０１との関係を示す連動情
報を、専用の設定ツールを用いることなく、制御端末１０２及び負荷端末１０１にグルー
プ番号を設定することにより、容易に設定することができる。この場合、ユーザは、各端
末が有しているプロパティ情報の種類や、関連付けを行うプロパティについての知識が必
要ないので、連動情報の設定が容易である。
【００５３】
　そして、例えば、ユーザが制御端末１０２－Ａの操作スイッチ１２６をオンにすると、
端末情報管理部１２４におけるスイッチの動作状態を表す状態値が”オン”にされ、プロ
パティ情報記憶部１２２に記憶されている連動情報に基づき制御端末１０２－Ａから負荷
端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉへ、スイッチ状態プロパティ（プロパティ値“オン
”）が送信される。
【００５４】
　そうすると、負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉにおいて、制御端末１０２－Ａ
のスイッチ状態プロパティ（プロパティ値“オン）が受信され、プロパティ情報記憶部１
１２に記憶されている第１連動情報に基づいて、リレー制御アクションプロパティのプロ
パティ値がオンにされる結果、照明制御用リレーがオンされ、照明器具が点灯する。
【００５５】
　そして、照明制御用リレーがオンされると、端末情報管理部１１４に格納されているリ
レー状態プロパティのプロパティ値が“オン”にされ、プロパティ情報記憶部１１２に記
憶されている第２連動情報に基づいて、リレー状態プロパティ（プロパティ値“オン”）
が、各負荷端末１０１から制御端末１０２－Ａへ、電力線１０３を介して送信される。
【００５６】
　さらに、制御端末１０２－Ａにおいて、各負荷端末１０１から送信されたリレー状態プ
ロパティ（プロパティ値“オン”）に応じて、表示部１２７に各負荷端末１０１における
照明器具の点灯状態が表示される。
【００５７】
　以上の動作により、制御端末１０２－Ａ、制御端末１０２－Ｂ、及び制御端末１０２－
Ｃは、それぞれ区画２、区画３、及び区画４の各負荷端末１０１の動作を制御することが
できる。
【００５８】
　なお、負荷端末１０１におけるプロパティ情報記憶部１１２、及び制御端末１０２にお
けるプロパティ情報記憶部１２２のいずれにも、予め第１及び第２関連付け情報が記憶さ
れている構成を示したが、例えばプロパティ情報記憶部１１２のみが予め第１及び第２関
連付け情報を記憶しており、電力線１０３を介した通信によって、負荷端末１０１から制
御端末１０２へ第１及び第２関連付け情報を送信する構成としてもよい。また、例えばプ
ロパティ情報記憶部１２２のみが予め第１及び第２関連付け情報を記憶しており、電力線
１０３を介した通信によって、制御端末１０２から負荷端末１０１へ第１及び第２関連付
け情報を送信する構成としてもよい。
【００５９】
　また、負荷端末１０１が照明制御用リレーであり、制御端末１０２のスイッチ状態プロ
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パティの状態値が”オン””オフ”の２値である例を示したが、例えば負荷端末１０１は
、調光機能付き照明器具、スピーカ、あるいは空調装置等であり、制御端末１０２は、例
えば照明器具の調光ボリューム、スピーカの音量ボリューム、あるいは空調装置の温度設
定装置であり、制御端末１０２のスイッチ状態プロパティの状態値は、調光ボリュームや
設定温度等の設定値とされていてもよい。この場合、調光ボリュームや設定温度等の設定
値に応じて、照明の調光、スピーカの音量調節、空調装置の温度設定等が行われる。
【００６０】
　また、負荷端末１０１、及び制御端末１０２において、グループ設定スイッチ１１５，
１２５によってグループ番号が設定される例を示したが、例えば赤外線リモコン等によっ
て、負荷端末１０１や、制御端末１０２にグループ番号が設定される構成としてもよい。
【００６１】
　また、例えば特定のグループ番号、例えばグループ番号「０」が設定された場合には、
連動情報の設定を初期状態に戻して、改めて連動情報の設定動作を行うようにしてもよい
。あるいは、制御端末１０２に、例えば押しボタンスイッチ等からなるリセットスイッチ
（不図示）を備え、このリセットスイッチが押下された場合に連動情報の設定を初期状態
に戻して、改めて連動情報の設定動作を行うようにしてもよい。これにより、負荷端末１
０１や制御端末１０２が追加されたり、負荷端末１０１や制御端末１０２に記憶されてい
る連動情報に異常が生じた場合等、連動情報を再設定することが容易である。
【００６２】
　また、負荷端末１０１、及び制御端末１０２に対してグループ番号の設定を行った後に
電源が投入される例を示したが、電源投入後にユーザがグループ番号の設定を行うことに
より、ステップＳ４～Ｓ１０の動作が行われる構成としてもよい。
【００６３】
　また、ステップＳ４における制御端末１０２による同一グループ端末通知情報の送信は
、制御端末１０２によって、同一のグループ番号を含む同一グループ端末検索結果情報が
受信されるまで、数回（例えば３回）再送を繰り返したり、一定の時間間隔（例えば３分
毎）で再送したりしてもよい。この場合、再送回数や、再送間隔は、他の電力線通信に支
障が出ない範囲で設定することが望ましい。
【００６４】
　そして、このような構成の制御端末１０２において、制御側グループ設定情報と自己の
アドレスとを含む問い合わせ情報が、電力線１０３を介して不特定の負荷端末１０１へ送
信され、電力線１０３を介してその問い合わせ情報に応じた負荷端末１０１から返信され
た、応答情報に含まれるアドレスが、制御対象となる負荷端末１０１のアドレスとして取
得されるので、専用の設定ツールを用いることなく容易に制御端末１０２の制御対象とな
る負荷端末１０１に対してこのアドレスに基づく関連付け指示を送信することができる。
【００６５】
　また、このような構成の負荷端末１０１において、受信した問い合わせ情報に含まれる
制御側グループ設定情報とグループ設定スイッチ１１５により受け付けられた負荷側グル
ープ設定情報とが一致する場合、受信した問い合わせ情報に含まれるアドレスを有する制
御端末１０２へ、自己のアドレスを含む情報である応答情報を電力線１０３を介して送信
することができるので、負荷端末１０１の動作を制御する制御端末１０２から電力線１０
３を介して負荷端末１０１の動作状態とプロパティ情報との関連付けを指示する関連付け
指示を受信することができ、受信した関連付け指示に応じて連動情報が記憶されるので、
専用の設定ツールを用いることなく容易に連動情報を設定することができる。
【００６６】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る電力線通信制御システムについて説明する。本
発明の第２の実施の形態に係る電力線通信制御システムは、図１に示す電力線通信制御シ
ステム１００、図２（ａ）に示す負荷端末１０１、及び図２（ｂ）に示す制御端末１０２
とほぼ同様の構成にされており、図３に示す制御シーケンスのみが異なる。
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【００６７】
　すなわち、第２の実施の形態に係る電力線通信制御システムにおいては、制御端末１０
２における中央処理部１２３は、問い合わせ部（不図示）として機能する代わりに電力線
１０３を介して負荷端末１０１における負荷側グループ設定情報と負荷端末１０１のアド
レスとを含む通知情報を受信し、受信した通知情報に含まれる負荷側グループ設定情報と
制御側設定受付部により受け付けられた制御側グループ設定情報とが一致する場合、受信
した通知情報に含まれるアドレスを制御対象となる負荷端末１０１のアドレスとしてプロ
パティ情報記憶部１２２に記憶させる。
【００６８】
　また、負荷端末１０１における中央処理部１１３は、応答部（不図示）として機能する
代わりに負荷側設定受付部により受け付けられた負荷側グループ設定情報と自己のアドレ
スとを含む通知情報を、電力線１０３を介して不特定の制御端末１０２へ送信する通知部
（不図示）として機能する。
【００６９】
　その他の構成は図１に示す電力線通信制御システムと同様であるのでその説明を省略し
、以下、本実施の形態における動作について説明する。図４は、本実施形態に係る電力線
通信制御システムにおける制御シーケンスを示す図である。まず、ステップＳ２１～Ｓ２
３までの動作は、図３に示すステップＳ１～Ｓ３までの動作と同様であるので、その説明
を省略する。
【００７０】
　以下、制御端末１０２－Ａと、区画２に設置されている負荷端末１０１とを例に、動作
を説明する。まず、各負荷端末１０１において、中央処理部１１３からの制御信号に応じ
て、電力線通信処理部１１１から電力線１０３を介して、電力線１０３に接続された不特
定の制御端末１０２へ、例えばブロードキャストやマルチキャストによって、各負荷端末
１０１のアドレス、各負荷端末１０１の端末名称「リレー」、及びグループ番号「２」を
表す情報を含んだ同一グループ端末通知情報が、送信される（ステップＳ２４）。
【００７１】
　次に、電力線１０３に接続された制御端末１０２－Ａにおける電力線通信処理部１２１
によって同一グループ端末通知情報が受信され、中央処理部１２３によって、受信された
同一グループ端末通知情報に含まれるグループ番号「２」と、制御端末１０２－Ａのグル
ープ設定スイッチ１２５に設定されているグループ番号「２」とが比較される。そうする
と、区画２の負荷端末１０１、すなわち負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉから送
信された同一グループ端末通知情報に含まれるグループ番号と、制御端末１０２－Ａのグ
ループ番号とが一致し、制御端末１０２－Ａにおける中央処理部１２３によって、負荷端
末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉは、グループ番号が同一、すなわち制御端末１０２－
Ａの制御対象となる負荷端末１０１であると認識される（ステップＳ２５）。
【００７２】
　以下、ステップＳ２６～Ｓ２９の動作により、図３に示すステップＳ７～Ｓ１０の動作
と同様にして、各負荷端末１０１のプロパティ情報記憶部１２２によって、それぞれ第１
及び第２連動情報が記憶される。
【００７３】
　以上の動作により、制御端末１０２と制御対象の負荷端末１０１との関係を示す連動情
報を、専用の設定ツールを用いることなく、制御端末１０２及び負荷端末１０１にグルー
プ番号を設定することにより、容易に設定することができる。この場合、ユーザは、各端
末が有しているプロパティ情報の種類や、関連付けを行うプロパティについての知識が必
要ないので、連動情報の設定が容易である。
【００７４】
　また、このような構成の負荷端末１０１において、負荷側グループ設定情報と自己のア
ドレスとを含む通知情報が、電力線１０３を介して不特定の制御端末１０２へ送信される
ので、負荷端末１０１の動作を制御する制御端末１０２から電力線１０３を介して負荷端
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末１０１へ、そのアドレスに基づき関連付け指示を送信することができ、関連付け指示に
応じて連動情報が記憶され、専用の設定ツールを用いることなく容易に連動情報を設定す
ることができる。
【００７５】
　そして、このような構成の制御端末１０２において、電力線１０３を介して負荷側グル
ープ設定情報と負荷端末１０１のアドレスとを含む通知情報が受信され、受信された通知
情報に含まれる負荷側グループ設定情報と制御側グループ設定情報とが一致する場合、受
信した通知情報に含まれるアドレスが制御対象となる負荷端末１０１のアドレスとして取
得されるので、専用の設定ツールを用いることなく容易に制御端末１０２の制御対象とな
る負荷端末１０１に対してこのアドレスに基づく関連付け指示を送信することができる。
【００７６】
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態に係る電力線通信制御システムについて説明する。第
３の実施の形態に係る電力線通信制御システムの構成は、第１の実施の形態に係る電力線
通信制御システムと同様に、図１で表される。図５（ａ）は、第３の実施の形態に係る電
力線通信制御システム１００における負荷端末１０１の構成を示すブロック図である。図
５（ｂ）は、第３の実施の形態に係る電力線通信制御システムにおける制御端末１０２の
構成を示すブロック図である。
【００７７】
　図５（ａ）に示す負荷端末１０１と図２（ａ）に示す負荷端末１０１とでは、下記の点
で異なる。すなわち、図５（ａ）に示す負荷端末１０１では、グループ設定スイッチ１１
５の代わりに負荷端末１０１におけるアドレスの送信を指示する指示操作を受け付けるア
ドレス送信指示受付部の一例である端末特定データ送信トリガ部１１６を備える。また、
図５（ｂ）に示す制御端末１０２と図２（ｂ）に示す制御端末１０２とでは、下記の点で
異なる。すなわち、図５（ｂ）に示す制御端末１０２では、グループ設定スイッチ１２５
の代わりに制御対象となる負荷端末１０１のアドレスを取得するための設定モードへの移
行を指示する指示操作を受け付ける設定指示受付部の一例である動作モード設定部１２８
を備える。
【００７８】
　図５（ａ）に示す負荷端末１０１における端末特定データ送信トリガ部１１６は、当該
負荷端末１０１におけるアドレスの送信を指示する指示操作を受け付けるためのもので、
例えば押しボタンスイッチ等のトリガスイッチで構成されている。また、図５（ｂ）に示
す制御端末１０２における動作モード設定部１２８は、制御対象となる負荷端末のアドレ
スを取得するための設定モードへの移行を指示する指示操作を受け付けるためのもので、
例えば押しボタンスイッチ等のトリガスイッチで構成されている。
【００７９】
　また、制御端末１０２における中央処理部１２３は、問い合わせ部として機能する代わ
りに、動作モード設定部１２８により設定モードへの移行指示が受け付けられた場合に設
定モードへ移行し、設定モードにおいて、電力線１０３を介して負荷端末１０１のアドレ
スを含む情報である端末特定情報を受信した場合に、その端末特定情報に含まれるアドレ
スを制御対象となる負荷端末１０１のアドレスとしてプロパティ情報記憶部１２２に記憶
させ、操作スイッチ１２６によって受け付けられた操作指示に応じたプロパティ情報を、
プロパティ情報記憶部１２２に記憶されているアドレスを有する負荷端末１０１へ電力線
１０３を介して送信する部（不図示）の機能をする。
【００８０】
　そして、負荷端末１０１における中央処理部１１３は、応答部として機能する代わりに
端末特定データ送信トリガ部１１６によりアドレスの送信指示が受け付けられた場合に、
負荷端末１０１のアドレスを含む端末特定情報を、電力線１０３を介して不特定の制御端
末１０２へ送信する部（不図示）の機能をする。
【００８１】
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　その他の構成は図２（ａ）に示す負荷端末１０１、及び図２（ｂ）に示す制御端末１０
２と同様であるのでその説明を省略し、以下本実施の形態の動作について説明する。以下
、図１に示す各負荷端末１０１は全て図５（ａ）に示す負荷端末１０１であり、図１に示
す各制御端末１０２は全て図５（ｂ）に示す制御端末１０２であるものとする。
【００８２】
　図６は、本実施形態に係る電力線通信制御システムにおける制御シーケンスを示す図で
ある。まず、例えば電力線１０３に設けられている電源ブレーカがオンされることにより
、図１に示す各負荷端末１０１、及び各制御端末１０２の電源が投入される（ステップＳ
３１）。
【００８３】
　そして、制御端末１０２、例えば制御端末１０２－Ａにおける中央処理部１２３によっ
て、動作モード設定部１２８におけるトリガスイッチがユーザによって押下されたことが
受け付けられると（ステップＳ３２）、中央処理部１２３は、制御対象となる負荷端末の
通信アドレスを取得するための設定モードへ移行する（ステップＳ３３）。
【００８４】
　以下、制御端末１０２－Ａと、区画２に設置されている負荷端末１０１とを例に、動作
を説明する。
【００８５】
　まず、図１に示す区画２に設置されている負荷端末１０１、すなわち区画２の負荷端末
１０１、すなわち負荷端末１０１－Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｇ，Ｈ，Ｉが備える端末特定データ送信
トリガ部１１６のトリガスイッチが、ユーザによって押下される。そして、区画２に設置
されている各負荷端末１０１において、端末特定データ送信トリガ部１１６におけるトリ
ガスイッチがユーザによって押下されたことが受け付けられると（ステップＳ３４）、中
央処理部１１３からの制御信号に応じて、電力線通信処理部１１１から電力線１０３を介
して、電力線１０３に接続された不特定の制御端末１０２へ、例えばブロードキャストや
マルチキャストによって、各負荷端末１０１のアドレス、及び各負荷端末１０１の端末名
称「リレー」を表す情報を含んだ端末特定データが、送信される（ステップＳ３５）。
【００８６】
　次に、電力線１０３に接続された制御端末１０２－Ａにおける電力線通信処理部１２１
によって各負荷端末１０１から送信された端末特定データが受信され、中央処理部１２３
によって、受信された各端末特定データに含まれる各負荷端末１０１のアドレス「Ａｄｄ
ｒａ」、「Ａｄｄｒｂ」、「Ａｄｄｒｃ」、「Ａｄｄｒｇ」、「Ａｄｄｒｈ」、「Ａｄｄ
ｒｉ」が、制御端末１０２－Ａの制御対象となる負荷端末１０１のアドレスとして、プロ
パティ情報記憶部１２２に記憶される。
【００８７】
　以下、ステップＳ３６～Ｓ３９の動作は、図３におけるステップＳ７～Ｓ１０の動作と
同様であるので、その説明を省略する。
【００８８】
　そして、ユーザによって、制御端末１０２－Ａの動作モード設定部１２８におけるトリ
ガスイッチが再びユーザによって押下され、中央処理部１２３により動作モード設定部１
２８におけるトリガスイッチがユーザによって押下されたことが受け付けられると（ステ
ップＳ４０）、中央処理部１２３は、設定モードから通常の動作モードへと移行する（ス
テップＳ４１）。
【００８９】
　以上、ステップＳ３１～Ｓ４１の動作により、区画２における各負荷端末１０１のプロ
パティ情報記憶部１２２によって、それぞれ第１及び第２連動情報が記憶される。
【００９０】
　負荷端末１０１－Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｊ，Ｋ，Ｌと制御端末１０２－Ｂとの間、及び、負荷端
末１０１－Ｍ，Ｎ，Ｏ，Ｐ，Ｑ，Ｒと制御端末１０２－Ｃとの間においても、以上、ステ
ップＳ３１～Ｓ４１の動作と同様の処理が行われ、各負荷端末１０１のプロパティ情報記
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憶部１２２によって、それぞれ第１及び第２連動情報が記憶される。
【００９１】
　以上の動作により、ユーザは、制御端末１０２と制御対象の負荷端末１０１との関係を
示す連動情報を、専用の設定ツールを用いることなく制御端末１０２の動作モード設定部
１２８を押下して設定モードに移行させた後、制御対象となる各負荷端末１０１の端末特
定データ送信トリガ部１１６におけるトリガスイッチを押下することにより、容易に設定
することができる。この場合、ユーザは、各端末が有しているプロパティ情報の種類や、
関連付けを行うプロパティについての知識が必要ないので、連動情報の設定が容易である
。
【００９２】
　また、グループ番号を用いて連動設定を行う例では、例えばディップスイッチ等で設定
可能なグループ番号の数が、連動設定可能なグループ数の上限となるが、第３の実施例に
よれば、グループ番号を用いることなく連動情報を設定することができるので、連動設定
可能なグループ数が制限されることが低減される。
【００９３】
　また、グループ番号を用いることなく連動情報を設定することができるので、制御関係
のない他のシステムとグループ番号が重複しないよう、グループ番号を管理する必要がな
く、簡便に連動情報を設定することができる。
【００９４】
　なお、例えば制御端末１０２に、設定モード中であることをユーザに通知するための表
示装置、例えばＬＥＤ（Light Emitting Diode）や、液晶表示器等を備え、設定モード中
である旨、あるいは通常の動作モードである旨、表示させる構成としてもよい。
【００９５】
　また、ステップＳ４１において、中央処理部１２３により動作モード設定部１２８にお
けるトリガスイッチがユーザによって押下されたことが受け付けられることによって、制
御端末１０２は、設定モードから通常の動作モードへと移行する例を示したが、例えば、
設定モードに移行後一定時間（例えば１分間）経過後に、通常の動作モードへと移行する
構成としてもよい。
【００９６】
　このような構成の制御端末１０２において、動作モード設定部１２８により設定モード
への移行指示が受け付けられた場合に設定モードへ移行し、設定モードにおいて、電力線
１０３を介して負荷端末１０１のアドレスを含む情報である端末特定情報が受信された場
合に、その端末特定情報に含まれるアドレスが、制御対象となる負荷端末１０１のアドレ
スとしてプロパティ情報記憶部１２２に記憶されるので、専用の設定ツールを用いること
なく容易に制御端末１０２の制御対象となる負荷端末１０１に対してこのアドレスに基づ
く関連付け指示を送信することができる。
【００９７】
　そして、このような構成の負荷端末１０１において、端末特定データ送信トリガ部１１
６によりアドレスの送信指示が受け付けられた場合に、負荷端末１０１のアドレスを含む
端末特定情報が、電力線１０３を介して不特定の制御端末１０２へ送信され、制御端末１
０２から電力線１０３を介して関連付け指示が受信されたした場合に、受信した関連付け
指示に応じて連動情報が記憶され、専用の設定ツールを用いることなく容易に連動情報を
設定することができる。
【００９８】
　また、制御端末１０２において、例えば動作モード設定のためのトリガスイッチが所定
の時間継続して押下された場合、連動情報の設定を初期状態に戻して、改めて連動情報の
設定動作を行うようにしてもよい。あるいは、制御端末１０２に、例えば押しボタンスイ
ッチ等からなるリセットスイッチを備え、このリセットスイッチが押下された場合に連動
情報の設定を初期状態に戻して、改めて連動情報の設定動作を行うようにしてもよい。こ
れにより、負荷端末１０１や制御端末１０２が追加されたり、負荷端末１０１や制御端末
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１０２に記憶されている連動情報に異常が生じた場合等、連動情報を再設定することが容
易である。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明の一実施形態に係る電力線通信制御システムの構成を示す図である。
【図２】（ａ）本発明の第１の実施形態に係る電力線通信制御システムにおける負荷端末
の構成を示すブロック図、（ｂ）本発明の第１の実施形態に係る電力線通信制御システム
における制御端末の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る電力線通信制御システムにおける制御シーケンス
を示す図である。
【図４】本発明の第２の実施形態に係る電力線通信制御システムにおける制御シーケンス
を示す図である。
【図５】（ａ）本発明の第３の実施形態に係る電力線通信制御システムにおける負荷端末
の構成を示すブロック図、（ｂ）本発明の第３の実施形態に係る電力線通信制御システム
における制御端末の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の第３の実施形態に係る電力線通信制御システムにおける制御シーケンス
を示す図である。
【図７】背景技術に係る電力線通信制御システムの構成及び制御シーケンスを示す図であ
る。
【符号の説明】
【０１００】
１００      電力線通信制御システム
１０１      負荷端末
１０２      制御端末
１０３      電力線
１１１      電力線通信処理部
１１２      プロパティ情報記憶部
１１３      中央処理部
１１４      端末情報管理部
１１５      グループ設定スイッチ
１１６      端末特定データ送信トリガ部
１２１      電力線通信処理部
１２２      プロパティ情報記憶部
１２３      中央処理部
１２４      端末情報管理部
１２５      グループ設定スイッチ
１２６      操作スイッチ
１２７      表示部
１２８      動作モード設定部
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